
はじめまして
徐
じょ

　悦
えつ

　はじめまして。ニーハオ。薩摩川内市の友好都
市である常

じょう

熟
じゅく

市から来ました徐悦です。生まれも
育ちも常熟市で、常熟経済技術開発区で日系企業
の企業誘致と既存企業のサポートを10年程担当
していました。この度、第10代国際交流員として
仕事をさせていただくことになり、誠に光栄に存じ
ます。業務で身に付けた企業誘致のことや語学力
を生かし薩摩川内市と常熟市の交流に役立て、努
力していきたいと思います。そして、日本に滞在
する間、謙遜な心を持って本場の日本語を学ぶと
ともに、薩摩川内市と日本各地の風景と人情を心
から感じて、常熟市の市民に伝えていきたいと思
います。これからもよろしくお願いいたします。

　4月 10 日（木）、藺牟田麓地区で｢田の神
戻し｣が行われました。ヘグロ（すす）で顔を
真っ黒に塗った青年たちが、田の神の分身
に扮し、田んぼや藺牟田池湖畔で踊りを披
露。見物人にもヘグロを塗り付つけて回り
ました。ヘグロを付けられると、その年は
幸せになると伝えられています。

五
穀
豊
穣
・
無
病
息
災
・

子
孫
繁
栄
を
願
い

祁答院

　４月 10日（木）、永利保育園に子ども用の
竹ほうき 20本が寄贈されました。これは園
児の親族が趣味で作製したものを子ども用
に短く手直しし寄贈したもの。園児たちは、
翌朝のそうじの時間からこれらを使い園庭
をきれいにしました。

【提供】＝永利保育園

手
作
り
竹
ほ
う
き
で
お
そ
う
じ

き
れ
い
な
保
育
園
に
な
ー
れ

国
際
交
流
員
が
交
代
し
ま
す

ま
ち
話
題

の

市
内
各
地
か
ら

約
５
０
０
本
の
本
キ
リ
シ
マ
が

　

濃
紅
色
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。（
永
利
町
）
平成 26年 4月 8日撮影

白し
ら

浜は
ま

自
治
会
、
上か

み

方ほ
う

限ぎ
り

自
治
会
が

知
事
表
彰
を
受
賞

お世話になりました
周
しゅう

　瓴
れい

　桜の満開を迎えた時期に、私が帰国する日とな
りました。私自身を成長させてくれた貴重な機会を
頂き、いろいろ体験をさせていただきました。また、
中国文化などに興味を持ってくださる薩摩川内市
民の方々にたくさん触れ合うことができました。中
国に帰っても、薩摩川内市の風景や温かい皆さま
方のことを一生忘れず、頑張りたいと思います。皆
さま、一年間、大変お世話になりました。

　高江町の白浜自治会と祁答院町の上方限
自治会が｢平成25年度河川愛護運動の優良
団体に対する知事表彰｣を受賞されました。
これまでの活動が、地域の良好な環境保全
の維持に寄与し、高く評価されたものです。
３月 20日（木）には、知識博美副市長を表
敬訪問し、受賞の喜びを語られました。

川内
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も
開
館
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
生
活
に

役
立
つ
図
書
館
を
目
指
し
、
子
育
て
や
介
護

な
ど
市
民
生
活
の
課
題
ご
と
に「
特
別
図
書

コ
ー
ナ
ー
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
市
立
図
書
館
を
利
用
し
よ
う

　

市
立
図
書
館
に
は
、
小
説
な
ど
の
文
学
書
、

絵
本
な
ど
の
児
童
図
書
は
も
ち
ろ
ん
、
歴
史
、

政
治
経
済
、
医
学
、
自
然
科
学
な
ど
各
分
野

の
本
や
、
子
育
て
、
介
護
、
就
職
な
ど
各
世

代
を
対
象
に
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
本
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
新
聞
、
雑
誌
、
録
音
図
書
、
大

活
字
本
な
ど
も
そ
ろ
っ
て
お
り
、
情
報
の
宝

庫
で
す
。
生
活
に
役
立
ち
人
生
に
潤
い
を
も

た
ら
す
本
を
探
し
に
図
書
館
を
、
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

①
図
書
館
の
休
館
日
・
開
館
時
間

○
中
央
図
書
館

　

▼�

休
館
日
＝
毎
月
第
４
木
曜
日（
17
時
以

降
は
開
館
）お
よ
び
６
月
の
特
別
図
書

整
理
期
間（
下
記「
お
知
ら
せ
」）

　

▼
開
館
時
間
＝
８
時
45
分
～
21
時

　

＊�

土
日
・
祝
日
、
夜
間（
21
時
ま
で
）も
開

館
し
て
い
ま
す
。

○
各
分
館

　

▼�

休
館
日
＝
毎
月
第
３
日
曜
日
、
祝
日
お

よ
び
年
末
年
始

　

▼
開
館
時
間
＝
９
時
～
17
時
15
分

②
図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド
を
作
る

　

市
内
に
居
住
す
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
市
内

の
学
校
の
在
学
生
、
市
内
の
会
社
な
ど
に
勤

め
る
人
も
作
れ
ま
す
。

　

＊�

保
険
証
・
運
転
免
許
証
な
ど
、
身
分
を

今
月
の
お
す
す
め
本

中央館から
児 童 書絵 本 一 般 書

えをかくかく
かく
エリック・カール  作
アーサービナード 訳
 （偕成社）

　 絵 筆 を もった 男 の 子 が 描く
の は、 とって も 青 い 馬。 次 に
描 くの は、 も の す ご く赤 い わ
に。その次は…。間 違った 色 な
どない。絵を描き始めた子ども
と、描きたい大 人におくる絵 本

　つらい時、顔を上げてみよ
う。空は何でも聞いてくれる。
雲を見ていると、悲しいこと
を忘れることができる…。写
真とともに伝える、日本の子
どもたちへのメッセージ

　学習障害を持つ子どもたち。
世界を変えようと決意する一
人の教師。彼の目に映る、人
間の未知なる可能性とは…。

　幼い第２子の不治の難病を
宣告された著者が、のちに保
育士となり、見守り続けた園
児と母親たちの姿を、慈しみ
をこめて綴る。

彼が通る不思
議なコースを
私も

  白石　一文  著
  （集英社）

答えは子ども
の中、お母さ
んの中に

  渡辺　範子  著
  （福音館書店）

お～い、雲よ

  長倉　洋海  著
  （岩崎書店）

証
明
す
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

③
本
や
雑
誌
を
探
す

○
図
書
館
内
の
書
架
を
見
て
探
す

　

�

原
則
と
し
て
分
類
ご
と
に
配
架
し
て
あ
り

ま
す
。ま
た
、課
題
対
応
型
図
書
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
館
内
案
内
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
図
書
館
の
蔵
書
検
索
機
で
探
す

　

キ
ー
ワ
ー
ド
で
簡
単
に
探
せ
ま
す
。

○�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）で
探
す
。

④
本
を
借
り
る

○�

一
人
10
冊
ま
で
、
２
週
間
借
り
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
無
料
で
す
。

○�

貸
出
中
の
本
に
限
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
で
予
約
も
で
き
ま
す
。

⑤
本
を
返
す

○�

本
市
の
図
書
館（
中
央
図
書
館
・
8
分
館
）

で
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
も
返
せ
ま
す
。

○�

閉
館
時
間
で
も
返
せ
ま
す
。（
中
央
図
書
館

入
口
横「
夜
間
休
日
返
本
受
入
口
」）

あ
な
た
の
近
く
の
市
立
図
書
館
を

紹
介
し
ま
す

中
央
図
書
館

【
本
市
で
一
番
大
き
い
図
書
館
で
す
。】

　

蔵
書
冊
数
12
万
冊
の
本
市
の
中
心
と
な
る

図
書
館
で
土
・
日
祝
日
や
夜
間（
21
時
ま
で
）

中
央
図
書
館
休
館
の
ご
案
内

　

中
央
図
書
館
で
は
、
年
に
一
度
、
蔵
書
の

所
在
状
況
の
点
検
・
照
合
お
よ
び
書
架
整
理

の
た
め「
特
別
図
書
整
理
期
間
」と
し
て
次
の

期
間
休
館
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
休
館
中
の
図
書
返

却
は
、
中
央
図
書
館
玄
関（
正
面
左
側
）に
設

置
し
て
い
る「
夜
間
休
日
返
本
受
入
口
」を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
時
】＝
６
月
16
日（
月
）～
26
日（
木
）

【
問
合
先
】＝
中
央
図
書
館

行
こ
う
よ
図
書
館
へ

行
こ
う
よ
図
書
館
へ

夜間休日返本受入口

本のチカラ　図書館の魅力
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